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	芸　　美
大正3年5月～10月

       　　　　　　　　　　第1巻第1号～第１巻第5号 　　　     　　 　  (904)  


― 　大正初期の文学と美術の接点を知ることのできる雑誌 　―
月刊。図版、各号約35頁。「芸美」は三笠美術店発行の雑誌で、「白樺」「ヒュウザン」「卓上」とともに大正初期の文学と美術を探るうえに必要な雑誌である。表紙版画は藤井達吉で、なかに挿入されている岸田劉生の色彩版画は見事で、多くは切り取られてしまい完全に保存されていることは稀である。この時期の美術展の開催要項とか、当時の文学者がどのように関連したかが記録されている。武者小路・高村光太郎・漱石・木村荘太等が「伊藤弥太展」の発起人として関わったことなど本紙ではじめてわかったことである。

〈収録概要〉
	編　　　　　　集：
	早稲田大学図書館   編集顧問：紅野敏郎 （早稲田大学名誉教授）



	形　態・仕　様：


	ポジティヴ・マイクロフィッシュ　全5シート（1箱入）

銀塩・98モード(1枚に最大98ページまで収録)



	総   目   次：
	菊判  解題付き


	資料提供機関：
	日本大学綜合学術情報センター


	価　　　　　　格：
	セット 6,825円（税込）     部分購入　1シート　1,365円（税込）
★ 詳細はお問合せください ★



「芸美」は、マイクロフィッシュ版「精選近代文芸雑誌集」シリーズ(全136誌)に収録されています。
「美術・詩歌」には、ほかに下記のタイトル誌を収録しています。

901: 月刊スケッチ
12シート
\16,380
902: 生　　活        4シート     \5,460

903: 趣味之友
 60シート
\81,900
905: 珊 瑚 礁
50シート
\68,250

906: アルト        23シート      \31,395

907: セレクト
12シート
\16,380

908: 短歌雑誌
 315シート
\429,975
909: 文芸汎論     228シート    \311,220






美術・詩歌








マイクロフィッシュ版 「精選近代文芸雑誌集」 シリーズ








